
モデル

⽵下玲奈さん
⼤⼈気モデルとして、ファッション誌からCMまで活躍されている⽵下玲奈さん。明
るく魅⼒的な笑顔で、男⼥問わずファンの多い。そんな⽵下さんは、⼤好きな海や愛

⽝の撮影を、⾃由な発想で楽しまれているという。写真の構図や加⼯など、味のある

写真へのこだわりや魅⼒をうかがいました。

Beginning 出会い
フィルムカメラで写す、こだわりの海と空の境界線

初めてのカメラを教えてください。

いちばん最初に⼿にしたカメラはレンズ付きフィルムカメラでした。そのあとは1年くらいインスタントカメラを持ち歩いていま
した。今から7〜8年前のことですが、旅先には必ず持って⾏ってカシャカシャ撮りまくってましたね。すると写真の⾯⽩さにはま
りだしてしまい、もっと楽しみたい、⾊んな被写体を撮りたいと思うようになったんです。そこで購⼊したのがフィルムカメラの

ニコンFM2です。

フィルムカメラはインスタントカメラと異なって難しかったと思いますが、どんな撮影に使ってらっしゃったのですか？

使い⽅はインスタントカメラと同じで、旅⾏に持っていくことが多かったですね。被写体は旅先の⾵景とか、⼀緒に⾏った友だち

とか、現地の⼈でした。当時は旅⾏に⾏くときに、インスタントとFM2をセットで持って⾏ってました。

結構な荷物になってしまうと思いますが・・・。

本当に重かったし、かさばるんですよ。⾶⾏機のセキュリティーチェックで、フィルムが感光しないように保護する袋も買って使

っていたんですけど、X線を通さない⾼機能なものだったので、袋だけでも重いんですよ。「⾒た⽬だけはプロのフォトグラファ
ーみたいね」って⾔われてました（笑）。

かなり本格的ですね。フィルムカメラにはどんな魅⼒がありますか？

海を撮るのが⼤好きなんですが、フィルムカメラで撮ると、海と空の境界線に味があって、他のカメラで撮ったものとまったく味

わいが違うんです。⾃分の味とか、⾃分のスタイルを写真に出したくて、海と空の境界線にいちばんこだわっています。⾃分の味

というかスタイルが出しやすいという意味で、フィルムカメラはとても魅⼒的なんです。

例えば、同じ海でも切り取り⽅で全然違う⾵に⾒えます。地平線を半分写すのか、ギリギリまで海を写して空を少しだけ⼊れるの

かとか、それだけでまったく異なった印象になりますよね。私がよく撮るのは低い位置に⽔平線があって、空が広がっているとい

う構図。気がついたら同じような写真でいっぱいになってました（笑）。

味があって、私のスタイルをそのまま出せるから、たくさん「私らしい」写真が撮れる。そこにフィルムカメラの魅⼒を感じま

す。今って、とっても機械的な時代ですよね。そういう時代の中で、フィルムカメラみたいに昔からあるものに味があって、どう

すれば⾃分のスタイルが出せるのか、その⽅法を知っていると楽しめるんですよ。

Pleasure 楽しみ
臨場感や動きのある写真が撮れるデジカメにも魅⼒を感じる

現在はどのようなカメラで撮影を楽しまれていますか？

最近はデジカメで撮ることが多いんですけど、レトロな雰囲気で暖かな味のある写真や、遊びがある写真というか、インスタント

カメラっぽい仕上がりの写真を撮れたらいいなと思っています。パキっとしたメリハリのある写真もいいんですが、微妙にボケて

いたり、セピア調の⾊あいがすっごく好きなので、ブログにアップする写真はほとんど加⼯して、あえて古い写真の感じを出して

いるんです。毎度加⼯するのって結構⾯倒なんですけどね（笑）！ でも、その⼿間をかけるのが楽しいんですよ。
デジカメのメリットは、⼿軽に持ち歩けるから気軽に撮れるっていうことですね。旅⾏とか、友だちと遊びに⾏ったりするときに

持っていって、気の向くままに撮れる。

デジカメは⾊々な撮り⽅ができますよね。デジカメを使い始めたきっかけは？

正直に⾔うと、以前はあまりデジカメが好きじゃなかったんです。というか、そのよさがあまりわかっていなかったのかな？ す
ごいちっちゃいボディの中に、カメラのあらゆる機能が凝縮されているっていうことに違和感があったんですよ。それまで、写真

を撮るっていうのは、いろいろ⼿間がかかるものだと思っていたので、そんなに⼿軽でいいの？って感じていたんです。でも仕事

で写真を撮ることになったとき、数枚使うだけのために、FM2でいっぱい撮影しちゃって……。当然、現像することになるわけ
で、その度の⼿間やら費⽤やら、たいへんなことになっちゃったんです（笑）。そんなときにデジカメを勧められました。だから
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なりゆきでスタートしたんですけど、今はデジカメも⾯⽩いなーって思い始めてるん

ですよ。

デジカメはどんなところが⾯⽩いですか？

友だちと遊んでいるときに、バシャバシャーって撮った写真は、臨場感があって⾯⽩

いんですよ。構えてない表情や臨場感は、フィルムにはないと思うんです。さっきの

話じゃないんですが、フィルムは現像代やプリント代のことを考えると遊びながらバ

シャバシャ撮れませんよね（笑）。ブレちゃってて、あとで⾒たら何が撮りたかった

か全然わからなくて、がっかりなんてこともありました。デジカメなら撮ったその場

ですぐ⾒られるし、写真にある臨場感をみんなで共有できますよね。連写をはじめ、

機能も豊富で簡単に使えるから、いろんな遊び⽅ができると思うんです。デジカメは

動いた世界がそのまま出る⾯⽩さがあるんですよね。デジカメでも楽しく撮れること

がわかったので、今はそれに⾃分が適応していっているんです。その変化を楽しめた

ら、カメラがもっと⾯⽩くなるんだと思うとわくわくします。ブログも最近始めたん

ですが、今まではやらず嫌いだったんです。ブログも、デジカメも、始めてみたら⾯

⽩い。もったいなかったですね（笑）。

⽝を飼ってらっしゃるとのことですが、ペットの写真は撮られますか？

⽝を撮るときはにはコツがあるんです。⽑が多い⽝は、上から撮るとあんまり可愛く

ならないので、⽬線よりちょっと下から撮ると、陰影がついてすっごく可愛い表情を

撮れるんです。これ、⾃信あります（笑）！

ワンちゃんは、私のいうことを全部聞いてくれるわけじゃないので、こっちの都合で

ずーっと撮影っていうのはできないですね。「表情作って！」っていって作ってくれ

るわけじゃないので難しいんですけど、それだけにやりがいがあって動物を撮るのは⾯⽩いんです。モノより変化があって、表情

があるから、⾓度によっては全然違う⾵に⾒えたりもしますからね。

フィルムカメラで⽝を撮ったこともあるんですけど、動くからブレちゃってブレちゃって。やっぱり⽝を撮るときはデジカメです

ね。動いたり⾛ってるときに何気なく撮っていても、いいなーって思える写真が何枚か絶対にある。うちの⽝はフラッシュをたく

と嫌がるんですけど、ファッション誌の撮影に参加することもあるので、撮影慣れしているのか、⾃然光で撮ってるときはご機嫌

なんですよ。

お話を伺っていると、⽵下さんは写真を撮られるチャンスが⾮常に多いようですが、モデルとしてのカメラへの思いを教えてくだ

さい。

モデルの仕事のときは、レンズ越しに⾒られている⾃分はどういうふうに写っているんだろう、どんな形をしているんだろう、と

考えながらいつもポーズをとっています。⾃分が撮影するときは、逆の⽴場になるわけですから⾊々考えられるんです。撮っても

らってばっかりだと、⼀⽅的な状況に、どこかできっと飽きてしまうと思うんです。⾃分も写真を撮ることで、撮る側の気持ちや

⾒え⽅が少しずつわかってきて、ちょっとだけ勉強になっています。
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Future これから
私にしか撮れない被写体の表情を引き出したい

これからどんな写真を撮っていきたいですか？

⼈を撮っていきたいですね。私はモデルとして、何⼗⼈というフォトグラファーさん

に撮ってもらっているんですけど、どのフォトグラファーさんに対しても、毎回毎回

顔が違っているんです。そのたびに、違う私になっていて、その変化が⾯⽩いと思う

んです。だから、私が撮る側になったときに、その⾯⽩さを撮る側で体感したい。私

が撮ったとき、この⼈は、どんな顔をしてくれるんだろうって。他の⼈が撮ったその

⼈の写真と、私が撮ったその⼈の写真は違う顔なんです。私にしか撮れない表情が⾒

たいんです。

カメラを通して、私とその⼈との関係性があって、そこからは私とその⼈にしかでき

ない写真が撮れるんですよ。もともとすごく仲が良かったら笑ってくれるって思うけ

ど、タイミングとか関係性が悪かったりすると怒るかもしれない。でも、私はできる

だけみんなが笑ってる写真を撮っていきたいなって思っているんです。撮影している

ときも、笑ってほしいなって思いながら撮ってるんです。でも「笑って〜」とかそう

いうリクエストはほとんどしません。それどころかかなり突然シャッターを押しま

す。「撮るよ〜」って構えても、その⼈の素敵な表情がなくなってしまったら勿体な

いですよね。だからあえていきなり撮って、⾃然な部分を引き出したいんです。

これから挑戦したいことや⼒を⼊れていきたいことはありますか？

今、仕事がとっても楽しくなってるので、「モデル」に⼒を⼊れていきたいですね。

どんなお仕事もそうだと思うんですけど、モデルって極めたと感じるところがないと

思うんです。だから⼀⽣がんばり続けたいです。その中で、例えば演技をすることが

⾃分の中で必要だと思うときは挑戦したいし、インテリアが好きなので、その勉強を

するために海外へ勉強しに⾏きたいと考えることもあります。

インスタントカメラ、フィルムカメラ、デジタルカメラと⾊々なカメラを使ってきた⽵下さんの思う、カメラの⾯⽩さを教えてく

ださい。

フィルムカメラは凄く難しくて、フィルム1本分全部失敗とかもありますけど、その分いい写真が撮れると嬉しいし、達成感がた
まらないですね。デジカメは撮ったあとの編集とか、加⼯ができるから⾯⽩い。それぞれに魅⼒的な部分があるから、どちらも楽

しみたいですね。今欲しいなーと思うカメラは、編集機能がたくさんあって簡単なもの。撮ったあとに難しい編集操作をするんじ

ゃなくて、「レトロ」とか「セピア」とかボタンがいくつもあって、それを押すと⾃分がやってほしい加⼯がバーッとできちゃう

ようなものがあったら、もっと気軽に、私らしさを表現できて、楽しいと思うんです。

⾃分らしい写真を撮ってカメラを楽しむ⽵下玲奈さん。これからも味のある、⾃分のスタイルを貫いてください。⾃由で楽しい写

真を楽しみにしています！
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